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（career horizon）とは、「退任するまでに残された時間についての経営者の期待値」（Antia, Pantzalis, & Park,
2010）として定義される。経営学の既存研究では、キャリア見通しが短くなることによって、経営者が企業に
利益をもたらすような長期的投資を避け、自身に利益をもたらすような短期的な投資を選択する傾向が明らか















思決定における重要な準拠枠組みであるとされ（Gómez-Mejía, Haynes, Núñez-Nickel, Jacobson, & 
Moyano-Fuentes, 2007）、後継者の特徴や後継者の選択が企業の戦略的意思決定や業績に与える影響に着目し

















れたデータを用いて分析を行っている。調査対象企業は、東京 23 区内に立地する従業員数 300 人以下もしく
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研究に、Strike, Berrone, Sapp, and Congiu (2015)がある。彼らは、「経営者が考える退任するまでに残さ






















例えば、Butler & Newman (1989)や Dechow & Sloan (1991)は、キャリア見通しが短い経営者ほど研究開発や
広告などといった長期的投資への支出が少なくなる傾向を明らかにしている。そして、Matta & Beamish (2008)



























関しては数多くの研究が行われてきたが(Minichilli, Nordqvist, Corbetta, & Amore, 2014; 落合, 2014; 沈,
2014)、事業承継問題が現経営者の戦略的意思決定に与える影響については、これまで十分に明らかにされて
こなかったことを指摘している。そして、近年同族企業研究における支配的な理論的視点である社会情緒的資



































る事業承継よりも、企業業績を悪化させることが報告されている(e.g., Chang & Shim, 2015; Cucculelli &
Micucci, 2008; Hillier & McColgan, 2009; Minichilli et al., 2014)。この関係は先代の同族企業経営者
の投資決定によって説明することができる。本研究でも明らかにされているように、同族企業経営者が子供に
よる事業承継を期待している場合、彼らは長期的投資を避ける傾向にある。長期的投資は一般的に高い企業業





に着目した研究が増えている(e.g., Torgler, 2006; Mellor & Freeborn, 2011)。例えば、個人の宗教観は結
婚 (Lehrer & Chiswick, 1993)や離婚 (Heaton & Pratt, 1990)、犯罪への加担 (Evans et al., 1995)、自殺





説明する要因として考えられてきた(Berchicci and King 2007)。しかし、これらの研究は、企業内の個人の
行動や相互作用が与える影響については十分に議論していない。世界の82％以上の人々が日常生活において宗
教は重要であるとしている(Crabtree & Pelham, 2009)ことを踏まえると、多くの経営者もなんらかの宗教観
をもっており、それらが 職場において影響を与えていることは想像に難くない(Chan-Serafin, Brief, &
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